
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

透析中災害が起きた時の心得 

①地震が発生した場合（あわてず、ベッドの柵をもって、指示を待つ） 

 1．オーバーテーブルをできるだけ身体から離す。 

  （テレビやその他の落下物をできるだけ身体から遠ざける。） 

 2．針が抜けるのを防ぐため透析を行っている方の手で透析の回路を握る。 

 3．天井からの落下物を防ぐため布団や枕で身を守る。 

 4．透析を行っていない方の手でベッド柵をしっかりと握り体をささえ、揺れが収まるまで

動かず身を守る。 

  ※揺れている間、パニックになって立ち上がると針が抜けて大出血する原因になりま

す。慌てて動かないこと。 

 5．揺れがおさまったらスタッフが順番に確認に向かいますので、そのままベッドで待機し

ましょう。 

  透析中止および避難指示が出たらスタッフの指示に従って離脱します。災害に

より透析の継続が難しくなった場合は、透析を中止して避難を開始します。（エ

レベータは使用しないでください） 

  返血は、コンソールのバッテリーが稼働可能ですのでご安心ください。また危険

が身近に迫っている場合は、返血せず緊急離脱することもあります。（逆止弁付

きの穿刺針を使用していますので、回路からの離脱がスムーズです。） 

②火災が発生した場合 

火災が発生した場合も、基本的に震災時の対応に準じます。火災時もエレベータは使

用禁止です。避難行動中、タオルで鼻や口を覆い、腰をかがめて煙を吸わないようにして

ください。避難後穿刺部や傷の手当てを行います。 

③停電が発生した場合 

復電までの時間はどれくらいなのか、スタッフが患者の安全を最優先に対応します。停

電が長く続くと予想される場合は、透析を中止します。停電時にもコンソールのバッテリ

ーが稼働し返血可能です。指示があるまで透析室で待機してください。 

 

※避難時は医師およびスタッフが指示、誘導しますので落ち着いて指示に従って下さい。 

塩分について 

《塩分の摂り過ぎは、なぜいけないの？》 

塩分を過剰に摂取すると、のどが渇き水分の過剰摂取につなが

ります。その結果、体内に余分な水分がたまり血液透析の除水

量が増加すると、透析中の血圧が下がり体調が悪くなることが

あります。また、血液中の水分量が増えることから、高血圧を

引き起こす原因にもなります。 

 

※快適に透析を行うためには、塩分を摂り過ぎないことが大切

です！ 

 

《塩分を減らすための工夫》 

・しょうゆやソースなどはそのままかけずに小皿にとり、つけ

て食べるようにしましょう。 

・レモンやゆず、酢などの酸味や、からしなどの香辛料を上手

に使いましょう。 

・汁物や漬物、加工食品には塩分が多く含まれているため、控

えましょう。 

・減塩しょうゆは塩分を効果的に抑えることができます。（塩分

量は通常のしょうゆの約半分です） 

・とくに外食は塩分が多いです。麺類や丼物よりは定食を選ぶ

と良いでしょう。 

 

定期血液検査結果用紙に推定塩分摂取量が表示されるようにな

りました。数値を参考にして頂き、１日の塩分摂取量の目安と

してください。塩分の摂り過ぎは腎臓の働きをさらに低下させ、

むくみなどの症状や高血圧を悪化させます。塩分摂取量１日６

ｇ未満を目指しましょう。 

 

 

 

【血液検査実績】 

 

 

約１年半コロナウイルス感染症の対応が続き、さすがに長く

なったなと感じています。そして都市部と比べて患者発生が少

なかった島根県でも患者数が増えてきておりコロナウイルスが

忍び寄ってきているのを感じます。 

このようななか皆さんに協力していただいて地域の透析クリ

ニックとして医療を提供できていることをありがたく思ってい

ます。 

ワクチン接種が進み重症化する方が減ってくれば長いトンネ

ルの出口の     が見えてくるかもしれません。それまで

にもうしばらく油断することなく「一人はみんなのために、み

んなは一人のために」の精神で感染対応の協力をお願い申し上

げます。 

 「自分だけは大丈夫」「感染者は自分には関係ない人」とどこ

かで考えているとコロナウイルスに付け込まれてしまいます。 

 他人ごとではなく自分のこととして気を引き締めてゆきまし

ょう。                     別府昌子 

 

本年８月で開院１３周年を迎える事ができました。クリニックの運営が困難となる

ような大きな事故や災害もなくここまでやってこられたこと、皆さんに感謝いたし

ます。 

新型コロナウイルス感染症の影響で、これまで当たり前だった日常生活の一つひ

とつの行いができなくなってしまいました。みんなで集まっての会食やスポーツ、旅

行や帰省など本当にたくさんのことが困難になりました。また昨年に続いて今年も

水郷祭は中止となりました。いままで当然と思っていたことが、いかにありがたい

事であったか、見つめ直す機会にはなったと思いますが、来年にはぜひ     

が見たいものです。 

このような日々ストレスがたまる状況の中、職員および当院を利用していただい

ている患者さんのご協力により通常の診療業務が遂行できていることについて、

改めて皆さんに    申し上げます。 

私事ですが、６月に大腸憩室炎からの膿瘍で緊急手術となり１８日間の入院となり

ました。７月からは左膝に水が溜まり治療中です。それまで健康にはそれなりに自信

があったのですが、正直なところ一気に歳をとってしまった感じです。来年が還暦

ですので、しっかり身体のメンテナンスをしなさい、と言う事でしょうか。当然のよう

にしていた水泳ができず、走ることもできない生活を送ることで、当たり前と思っ

ていたことの大切さを自分の健康面でも感じています。 

１０月には２度目の手術のため再度入院します。ご迷惑をおかけしますが、元の生

活に近づける様努力しますのでよろしくお願い致します。 

横木広幸 

感謝 

みんな 

 
で花火 

明かり 
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 運動不足や筋力低下予防として家でできる運動をやってみましょう！！ 

ǁ̂˞ʯ ⁮˯ ˓ ˕̂˝ʰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前：S さん 
 

職種   ：事務長 

血液型  ：A 型 

干支   ：うま 

趣味・特技：料理を作ることが好きです 

長所・短所：良く言えば几帳面。悪く言えば細かいところ 

好きな食べ物：ラーメン 

自分を動物に例えると：リスかな？ 

前に診断したことがあります 

好きな季節：春 

大切にしている物： 友達 

ひと言：気負いすぎることなく、やり抜く所存です。 

これからよろしくお願い致します。 

 

ʥ Ộ˛ƿ ƿˌˑˏǀͥͮ͌ ̖ᴂ ǀ 

ɧɨ ν ̖ ˲ΰ˯˲˟˪ʯ˶˜̖ᴊˏ̍ ̑˼ 

ǌỘ̂̓˛̂˝ʰ˶˜˫֑̖ ˓̟͜ͻ̳˫ʰ 

 

ͺ ˳ ̑ˏ̍ᴊ˼ 5Ộ̂̓˛̂˝ʰ 

 

ʥ ˲̫ͻ͌ͻп  

ɧ ν ̖ᴊ˯̂˧˝˔

в˴˛˪ʯ̫ ̾ˬᴦ̖ԇ

̐˪ ̖ ̎̂˝ʰ 

ɨ ˝˔˯ ̖͌ͻ˯

ˑ̂˝ 

 ƿ ӹ̂˫ᴦ̖ԇ̐˪

ːᶯ̏˓̍ˈ̂˫в˴

˛̂˝ǀ 

  

ͺ˗̵̖̐ͥ͛̌˓ 10ȕ

20Ộ ̎ ˛̂˝ʰ 

 

ʥ ӹв˴˛п  

ɧ ⁮˯ ˓ ˕̏ʰ 

ɨ ν ̖ ˏ̍̂˧˝˔˯ ˥ΰ˖̏ʰ 

ƿ ˞˨˫̆̌ˈ˫˝ǀ 

ɩ ˗˲̂̂ʯ˨̂ӹ̖ΰ˯ 

͏ͮˬ ˪̏ʰ 

ɪ ˯˨̂ӹ̖ᴊ˯в˴˝ʰ 

ɫ ̖Ӵ˲к ˯ ˝ʰ 
 

ͺ˗̖̐ 3Ộ ̎ ˛̂˝ʰ 

 

 

ʥ ˲ ̫ͻ͌ͻп  

ɧ ˏˏˬ̖ ˯˨˕ˣ̂̂ʯ ˲ ̖̫ͻ˧ˬ

˖̂˝ʰ 

ɨ ˯ ˲ ̖ ˈˑ̎ ˑ̂˝ʰ 

 

ͺ̵ͥ͛̌˓ 10ȕ20Ộ ̎ ˛̂˝ʰ 

 

 
 
ʥ ̖ΰ˖α˖ 

ɧɨ ˶˚˲ΰ˯ ̖̫ͻ˯˛˪ ˑʯ 

̖Ḙˈˮː̍ ̖ΰ˖˪ˈ˓ʰ 

ɩ ᶺˏ̍ ̖ḋˑˮː̍ʯ ̴̖̓ͮˬα̑˝ʰ 

˗˲ˬˑ ̖ ˓ʰ 
 

ͺ˗̖̐ 3Ộ ̎ ˛̂˝ʰ 

 

★発行 2021 年 10 月 

★編集    ★構成 事務 

 

名前：K さん 
 

職種   ：看護師 

血液型  ：O 型 

干支   ：ひつじ 

趣味・特技：茶道 

長所   ：悩み事をあまり深く考え込まない所 

短所   ：行動に時間がかかる所 

好きな食べ物：トマト 

自分を動物に例えると：ネコ 

好きな季節：春 

大切にしている物：家族や友人との時間 

ひと言：透析看護は経験がなく初めてになりますが、これか

ら少しずつ経験を重ねて、患者様が安心して治療が

続けられる援助ができる様、努力していきます。よ

ろしくお願いします。 

 


